
試審踽卽％,

/游

潅

林

軒

周
 

昭.
{II
十
六m

十
ーW
 

北

海

道

林

業

試

験

場

要

錄 

第

六

號

- 

"

•

 

• 

7

"

 

・

寻

•

種
子
の
長
期
貯
藏
庫
と
貯
藏
罐
に
就
て

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場

(

北
海
道•

札
皖)



而-
J-
を
,'
<:
塚
中
に
貯
液
し
た
場
合
に
、
三
ヶ
年
間
は
充
分
そ
の
生
活
力
を
保
持
す
る
こ
と
を
・
め
、
そ
の
成
弑
は
當
場
衆
松
及
御
料
林
等
に
發
衣 

し
て
來
た
火
で
あ
る
か
、
咋
年
是
を.
實
用
化
し
てT

塚
を
冷
凍
貯
戯
の
役
計
に
よ
っ
て
恒
久
的
の
も
の
た
c>
し
め
て
、
定
山
溪
出
張
所
部
内
に
建
築 

し
此
の
成•
隼

芝

ゐ

る

か

、
 

共
の
後
の
結
果
も
曲
た
佳
良
で
あ
る
の
で
、
玆
に
設
計
の
大
卷
紀
し
た
、
 

與
な
笃
卷
に
も
述
べ
た
如
く
‘
翌

那•
子
は
二
承
貯
蔵
の
場
合
は
保
存
上
有
効
な％

實

に

碧

、
貯
罷
は
二
重
と
し
て
ー
肝
外
界
の
知 

件
ー
よ.
檢
睜
の
含
に
努
む
る
樣
に
し
た
の
で
、 

併
せ
て
玆
に
そ
の
霧
の
大
要
を
記
し
、
 

会
考
に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。

ー
、
長
拥
貯
萩
庫
の
構
造
並
に
调
查

(

一) 

貯
就
庫
の
位
置

」
俗
我
庫
は
札
晚
あ
管
內
定
山
溪
出
張
所
定
山
溪
輩
嶼
昜
竺
四
」
の
强
に
心
中
鬣
航
阪
を
施
行
し
た
平
坦
都
の
東
北
斜
而
で
、
ク 

ル
ミ
・
イ
ク
や
・
シ
ナ
・
ハ
リ
ギ
リ
幣
{C
て
樹
冠
阳
閉
し
た
濶
葉
樹
林
内
に
あ
り
て
・
定
山
溪
市
街
地
よ
り
。•

五
料
の
交
泌
至
便
の
地
IC
あ
る
。

(

二) 

貯
藏
床
の
構
造

木
貯
帝
は
昭
和
卜
沂
年
十
月
中
旬
に
起
工
し
、

十
一
月
下
勺
に
、
煥
功
し
た
も
の
で
、
外
部
の
隧
道
工
事
は
昭
和
卜
六
年
探
票
後
直
ち
に
施 

行
し
た
此
の
總
建
坪
は
九
环
、
工
費
は
术
千
四
拾
四
該
、
坪
當2

ハ
拾
命
四
拾
錢
と
な
る
。
又
外
部
の
土
砂
陽
、
隧
道
迪
成
に
百
七
拾
10 

を
要
し
、
共
の
構
造
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
(

第
一
圖
參
照) 

外 

壁 

煉
瓦
一
枚
積
外
壁
下
部
は
髙
さ
四
尺
コ
ン
ク
リ
ー
ト
翅
り
と
す
る
。

土
心
土
堀
り
水
平
に
地
均
し
毀
石
を
入
れ
充
分
に
捣
客
間
め
、

コ
ン
ク
リ
—
卜
打
と
し
中
央
に
幅
三
尺
深
さ
工
尺
の
通
路
を
設
く
。

--- 12 ----



尚
P

洪

籌

中

遠

枣

胡

、萍

は

圈

址
大
に
使
用
し
た
時
に
は
威
拾
九
錢
を
要
す
る
辜
に
な
る
。
尙
本@

度
の
匝
接
費
は
水
游
の
融
解
度
に
妥
全
を 

初
年
度
に
就
き
木
局
代
に
多
額
の
經
費
を
要
し
た
る
に
依
り
、
次
憲
よ
り
直
接
費
も
二
・
三
削
輕
減
し
得
る

用
す
る
と
せ
ば
ー
迎
當
四
拾#

錢
、

兄
て
氷
の
使
用
を
多
く
し
た
爲
と
、

ヨ

ー

S片
恃
恒

——14 ---

內
・.
壁
三
寸
五
分
角
萝
使
用
し
根
は
落
板
成
さ
一
寸)

と
し
高
さ
四
尺
の
位
股
に
床
板
狱
さ
一
寸
五
分)

蚤

る

。
煉

芝

板
壁
と 

の
中
間
に
一
尺
五
寸
の
空
II1IS

造
り
錦
収
を
充
塡
す
。

入
口
內
外
二
価
に
開
戶
を
取
付
け
空
氣
の
流
通
を
避
く
。

屋
根
十
二
枚
の
羊
羹
屋
根
と
し
て
取
外
し
自
山
な
り
。 

ー
‘
 

外
部
屋
檢
の
下
迄
土
砂
苫
て
埋
沒
し
、 

前
而
は
約
二
間
の
隧
道
を
造
り
土
盛
を
な
す 

貯
藏
庫
の
內
外
の
模
様
は
話L

・2

の
如
く
で
あ
る
。

(

三) 

貯
賊
庫
の
性
能

号

ハ

空

び

身
.

of
立
方
尺(

总
通
路
を
除
く)

に
し
て
ー
〇
立
の
旅
口
瓶
を
用
ひ
た
貯
微
隼
使
用
す
る
と
す
れ
ば
、
約
二
、 

六〇

 

釦

パ

契
"

提

釘

が
"

孔w

罷

しE

 

。
壹

、
を

、
四
六
。
君

攀
 

を
收
容
し
得
ら
れ
る
。

(

ロ)

宇
柢
並
勺
の
氣
団 

• 

學

貯

驚

生

命

は

閃

い

に
保
つ
に
あ
る
が
、
本
貯
栽
庫
內
外
の
氣
溫
の
醫
は
隧
道
內
に
百
蕾

を

罷

し

、
之
に
自
記
地
中
後
計
卷 

地
溫
度
計•
を
入
れ
、
庫
内
の
溫
座
苫
祀
地
屮
鶴
計
の
芋
部
素
内
中
火
部
版
世
て
、
貯
幣
內
の
溫
族
を
肥
録
せ
し
め
、
溫
备
定
の
爲 

k

J

立
入
ら
ざ
る
様
相
息
し
た
。
現
在
迄
の
成
結
は
第2

・
、
3

圖
に
示
す
が
如
く
殆
ん
ど(

十)

一
 i

二
度(

燹
)

の
恒
低
溫
を
保
ち
、
理
想 

的
な
狀
態
で
登
。
第
富
の
貯
费
外
坡
聽
低
氣
溫
は
、
定
山
溪
出
張
所
構
内
で
觀
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

四) 

昭
和
十
六
暨
第
一
回
翻
子
貯
藏
狀
况 

• 

・
 

ー

、

一
 

黑
十
六
年
三
月
下
旬
に
附
近
の•
天
然
氷
を
約
七
五
〇
立
方
尺
採
餐
搬
し
て
貯
藏
亦
内
に
入
れ
、
蓊
の
氷
と
邳
を
以
て
貯
藏
室
上
あ
氷
室

勺
こ
屋
根
下
・
尺
五
寸
に
な
る
迄
積
上
げ
、
上
部
を
木
局
に
て
障
さ
一
尺
に
蔽
ふ
。
氷
室
完
了
後R

月
I-.W

临
閉
し
た
貯
載
箱
を
撤
入
し
た
。
紙
子
nr 

舞
は
ト
ド
マ
ツ
五
〇C

ー

狂
で
貯
藏
室
内
の
空W

に
は
天
然
氷
に
て
滿
し
た
。
今
年
度
票
貯
域
に.
要
せ
る
代
接
費
四
百
忒
拾
嬰
拾
錢
に
し
て
、
 

卜m

讐
八
拾
四
籍
通
し
た
小
に
な
る
。
併
し
本
年
度
は
徴
學
の
不
足
の
爲
、
 

比
败
的
爲
の
經
費
蟲
し
た
が
、
足
を
龍
に
使

・_ 13 ---
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一
尺
で
あ
る
。

内
外
の
気
ja
表
は
定
山
溪
出
張
所
に
於
て
、
實
行
又
は
視
測
し
た
結
果
を
使
用
し
た

六
月
下
句
の
氷
•';
の
隘
佛
狀
態
は
内
芒
沿
っ 

木
工
刑
施
行
を
札
浇
支
局
に
依
賴
し,

統
狀
即

二
、
種
子
貯
藏
織
の
一
考
案

從
來
・
洛
使
用
せ
な
れ
る
學
貯
娥
筮
は2

な
る
缺
墅
冇
し
、

貯
栽
中
完
全
な
る
密
閉
を
保
た
れ
ず
、
票
の
發
芽
能
力
希
失
せ
し
む 

珞

が

多

き

错

み

、

完
全
な
る
貯
藏
纖
の
製
作
を
必
耍
と
認
め
、 

次
の
二
條
仰
を
滿
足
せ
し
む
る
貯
整
を
製
作
し
た
。

見
込
で.
あ
Z.
〇



(
a
)

貯
藏
中
完
全
な
る
密
閉
を
保
つ
專
と
共
に
牛
永
久
的
に
使
用
に
耐
へ
る
事 

(
b
 )

外
飯
の
农
Iffi
の
・
を
可
及
的
に
受
け
ざ
る
樣
防
熱
装®

を
な
す
华 

(

こ
好
藏
锥
の
構
造

外
郁
は
段
カ
或
は
亞
統
發
製
・,•
回
筒
狀
糊
に
し
て
上
益
を
冇
す
る
。
内
部
の
桃
・
卷
異
に
依％

’
K

に
樗
し
た 

‘
 

• 

ー

器
,

。
弟4

圖•

あ
真3

に
示
せ
る
如
く
二
電
と
な
し
、
 

內
壁
と
外
槌
の
間
を
ツ
ン
ド
ラ
又
は
木
屑
を
以
て
充
塡
す
る
。
中
央
都
扁
口
紐 

を
入
れ
、
 

そ
の
上
都
を
ツ
ン
ド
ラ
粉
末
成
は
木
犀
で
滿
し
、

こ
れ
に
鐘
力
製
の
回
板
を
以
て
半
粗
付
を
な
し
て
密
閉
す
る
。
内
部
に
ツ
ン
ド
ラ
板
を 

抑
入
じ
た
銘
力
製
上
寶
な
す
。
上
盗
と
外
全
の
唄

来

テ

—
ブ
で
水
啓
浸
入
せ
ざ
る
樣
密
閉
を
行
ふ
。 

・ 

二

・

。

一
洗
型
を
簡
略
にI

た
る
も
の
で
二
难
灘
と
な
さ
す
、
底
部
よ
り
ー
定
の
深
さ
に
ツ
ン
ド
ラ
紛
术
或
は
木
料
を
入
れ
た
る
後
、
 

飾
の
中 

火
都
に
・
孝}

ル
箱
を
警
、
 

之
の
內
に
傑
流
入
ハ
周
阐
を
ツ
ン
ド
ラ
或
は
木
号
充
塡
し
、

一
就
型
と
同
窝
都
に
ツ
ン
ド
ラ
板
を
挿
入
し
た 

上
葢
を
行
ひ
、 

萸
丄
テ
—
ブ
で
そ
の
周
圍
を
密
閉
す
る
。
そ
の
內
部
の
構
巡
及
び
外
糊
は
診A

及
ひ
第5

圖
の
如
く
で
あ
る
。

• 

本
好
浅
雄
の
大
さ
は
税
子
貯
改
のH

的
に
感
じ
、
 

秤
・
々
な
る
大
さ
を
製
作
し
得
る
が
、
種
子
五
立
関
の
細
益
を
使
用
し
た
場
合
は
外
囲
项 

五
〇•

五
梅
彼
二
八
・
五
倔
で
あ
る
。

(

二)

貯
跋̂

の
牲
能 

・ 

- 

»
 

本
貯
蔵
備
の
防
熱
効
果
を
試
驗
せ
ん
が
た
め
、
 

次
の
如
き•
反
驗
を
行
っ
た 

(

イ)

試

段

方

法
 

・
 

貯
政
種
子
附
近
の
法
の
變
化
を
配
聲
ん
が
為
に
莉
眞5

に
示
せ
る
が
如
き
卷
を
な
し
、
 

觀
沙
を
行
っ
た
。 

A

自
紀
器
便
用
貯
藏
讎 

Z
 

- 

- 

蓟
子
を
入
れ
た
充
立
入
页
型
貯
書
の
細
口
瓶
申
央
部
に
、 

自
記
地
中
温
度
計
の
芋
都
を
挿
入
し
て
、
貯
蕾
内
の
温
度
の
變
化
を
自
資 

せ
し
め
た
。

B

自
紀
器
使
用
細
口®I

種
子
を
入
れ
た
五
立
細
口
瓶
中
央
にA

と
同
樣
日
記
地
中
溫
度
計
の
芋
部
を
押
入
し
て
そ
の
號
內
の
溫
旌
を
記
錄
せ
し
め
た
。

--- 13 ----
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C

曲
管
溫
度
針
使
用
二
號
型
貯
藏
親

三
〇
新
曲
管
溫
度
计
金
二
號
型
貯
藏
瓶
中
の
細
口
瓶
中
に
抑
入
し
て
、
そ
の
溫
度
5:
觌
測
し
た
。 

、

D

曲
術
溫
度
計
使
用
細
口M

C

と
同
様
三
〇
糊
の
1111
管
溫
度
針
え
細
口
瓶
中
に
入
我
、%

の
瓶
內
の
溫
度
を
制
査
し
た
。

E
 
.
氣
温
測
定
IM
記
襄
暖.
11-

F

氣
混
測
定
曲
管
溫
度
計
三0

3
8

 

• 

自
三
月
十
二
日
至
同
月
二
ト
一
日
の
十
日
間
磨
舍
室
內
に
我
置
し
て
毎
日
九•

十
一 

・
十
三
・
十
五•

十
七
時
五
冋
觐
測
を
行
っ
た
。

同
期
間
中
ス 

子
—
ム
の
池
ら
な
か
っ
た
日
は
十
六
日»

廿
一
日
の
一
一
日
間
で
、
他
は
毎
日
ス
チ
ー
ム
が
afi
っ
た
。

又
三
归
卄
三
日
午
前
十
時
迎
仰
の
裝
置
を
磨
含
內
中
・
鮭
の
弑
■';
ー
米
の
髙
さ
に
设
眨
し
、

三
月
廿
四
日
九
時
か
ら
-li-
五H

十
七
時
迄
二
時
IHI
每
に 

觀
測
を
行
ひ
、
低
溫
の
場
合
の
影
博
を
瓣
充
し
た
。

(

こ
M

驗

結

果

室

內

觀

測

• 

三
十
翔
の
曲
管
襄
賤
計
を
使
川
し
た
場
合
の
側
色
結
果
tt
第
へ
剧
の
如
く
、

又
自
記
器
に
依
る
一
週
IIH
の
溫
度
記
錄
表
は
第7

圖
の
如
く
で
あ
る 

尙
三
月
ト
ニ
II
よ
り同

:
！
：Z

二
十H

迄
の
ス
チ
ー
ム
の
平
?;•;•
通
り
通
っ
た
七H

問
の
好M

備
內
外
の
溫
度
の
較
».;
を
比
較
す
れ
ば
第
丄
表
の
如
く
で
あ 

る
。
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(
1
)

貯
就
紙
内
の
平
均
溫
度
は
・
〇"

八
匕
度
に
し
て
最
も
低
く
、
次
で
細
口
瓶
で
ー 
.-

・
四
ハ
度
に
し
て
、
外
氣
は
ー

•野厂

1 •

a 1.
Sj

三
・
〇
五
度
に
し-
r.

——22——

塑 纖 戒 貯 子 林 必

只
上
の
結
果
に
よ
り
次
の
珈
賞
が
挪
め
ら
れ
た
。

核
め
て
條
少
で
弟
ー
表
に
示
せ
る
が
如
く
、

一
週
lln
の
平
均
値
に
依
れ
ば
Jt?

(
1
)

貯
蔵
粮
內
溫
度
の
較
德
は
細
1-1
瓶
內
及
び
外
氛
溫
に
Jt
し
、

整
の
黎
艾
一
と
す
れ
ば
、
細
口
瓶
は
ニ
ニ〇

倍
、
外
気
溫
は
二•

八
六
倍
の
較
獐
务
す
る
。

(
2
)

貯
幣
內
沮
度
の
最
大
攸
曲
時
は
外
氣
温
に
比
し
非
常
に
遅
く
、
細
口
瓶
內
氣
温
は
そ
の
中
間
に
籃
す
る
。

父
貯

盤

、
 

細
口
瓶
內
沮
票
籍
の
仆
四
時
間
の
螳
化
を
自
紀
器
の
紀
録
に
依
り
溯
和
分
析
を
行
っ
た
。

ま
結
果
は
第2

表
に
奪
る
か
女

く
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
よ
リ
见
れ
ば

--- 21——



飛
も
街
溫
で
あ
る
。 

• 

・

(
2
)
 

一
日
顺
の
振
巾
は
外
飯
洩
が
暇
も
大
で
、
次
に
細
口
瓶
に
し
て
、
貯
藏
谶
內
溫
度
は
最
小
で
あ
る
。
半
日
項
、r
3

日
項
の
撮
巾
の
大
小 

も
之
と
同
様
で
あ
る
。

(3) 

波
髙
溫
度
烫
现
旳
は
貯
藏
帷
は
ー
ニ
。
1:
時
、
 

細n

瓶
は
一
六
・
一
時
、
外
斌
溫
は
一
三
・
三
峙
で
、
貯
藏
蹒
は
八
・
四
時
、
細
口
甄
は 

二
・
八
時
の
連
れ
を
示
す
。

野
外
觀
測(

低
溫
のW

密)

卄
四
日
九
時
よ
り
卄
五
日
卜
71.
時
に
至
<■
每
二
時
間
推
の
觀
測
の
結
果
は
第S

岡
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
に
依
れ
ば 

・

I

、
溫
度
の
ぽ
不
は
細
口M

內
溫
度
部
焼
も
大
で
、

次
に
氣
温
に
し
て
、
貯
蔵
械
內
溫
度
は
说
も
小
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
叙
溫
に
比
し
細
口
瓶
は 

代
1111
に
於
け
る
放
熱
が
著
し
さ
爲
と
見
做
さ
れ
る
。 

•

2
'
 
M

高
温
度
賛
時
は
高
溫
の
澎
辨
と
同
樣
に
貯
臓
辎
内
溫
度
が
放
も
遅
れ
、
次
で
細
口
號
で
あ
る
。

以
上
の
试
驗
結
果
に
依
り
、
貯
歳
础
內
の
ツ
ン
ド
ラ
粉
末
或
は
木
姓
の
熱
傳
導
率
は
相
當
小
さ
く
、
外
氣
の
寒
矇
眾
を
綏
和
す
る
爲
寿
効
で 

あn

、
又
從
來
半
III
付
タ
以
て
密
閉
す
る
場
合
は
洗
閉
不
完
全
に
終
・
が
多
い
が
、
細
门
瓶
に•
ハ
ラ
フ
ィ
ン
を
以-C

対
す
る
時
は
密
閉
先
金
に
し 

こ
綵
近
し
使
用
に
耐
へ
、
前
紀!

 2

條
仰
を
滿
足
し
Rr
藏
種
子
の
發
芽
力
保
持
に
布
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

尙
斯
様
な
心
藏
挪
を
使
用
す
る
時
は
貯
賊
室
内
の
因
于
は
la
度
に
つ
い
て
者
慮
を
婆
す
る
外
、
種
子
そ
の
も
の
の
乾
燥
狀
態
を
注
球
す
れ
ば
、•
室 

內
の
襟
第
に
開
し
て
は
別
に
機
す
る
必
要
が
な
い
次
第
で
あ
る
。

以
上
栄-
K-
題
は
柯
子
の
貯
蔵
队
陰
中
に
於
て
、
二

<I-:
Jrr
戯
蹴
と
氷⑴

に
よ
る
i!:
が
低
溫
節
溫
處
理
に
よ
っ
て
、
長
期
間
、
實
用
的
な
發
井
率
を
保 

右
せ
し
め
て
貯
德
し
将
る％

を
恳
め
、
站
が
實
用
化
し
て
る
次
第
で
あ
る
。
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